































































































































































































































































































































































































マタイ18章 イエス→ペトロ 赦しを勧告（七の七十倍)→ 家来のたとえ









































































































































王→ 10000タラントンを貸す → 家来 → 100デナリオンを貸す → 仲間
王→ 10000タラントンを免除
(60000000デナリオン)































? 500デナリオン → 借財人Ａ → 500－500＝0
金貸し















油 100－ 50＝ 50バトス → 10－ 5＝ 5コロス
小麦 1000－800＝200バトス ← 100－80＝20コロス
三つのたとえ―?それぞれの特徴―?
① 赦される金額が一番大きいのは，「仲間を赦さない家来のたとえ」
です。デナリオンに換算してまとめると，家来は60000000デナリオ
ンの借金が免除されたのに，仲間に対しては，100デナリオンを赦さ
ずに要求します。60万倍です。それだけ赦してもらっているのにど
うして赦さないのかということです。
② 「金貸しのたとえ」はお金を借りていた二人ともが赦される話です
が，問題は赦された者のどちらの方がより多く愛するかというとこ
ろにあります。500デナリオン免除された者と50デナリオン免除さ
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れた者の比較ですから10倍の差です。愛を数量に換算することがで
きるのかとも思われますが，10倍多く赦された者は10倍多く愛す
るというのはわかりやすい理屈です。
③ 「不正な管理人のたとえ」はまったくの帳消しではありません。
まったくの帳消しにしてしまうとごまかしているのが明らかにばれ
てしまいますので適当に支払いを減らしています。減らすのは半分
（50/100）と五分の一（20/100）です。こうして職を失ったときに何
とか面倒見てもらおうという魂胆です。
Ⅴ 赦しは不正？
この三つのたとえに共通するのはお金です。借金の返済ができなくて
負債が帳消しにされる（しない）たとえと，管理人が借用証書を自分の
都合のよいように書き換えてごまかすたとえですから，借金や借財が数
字であらわされています。お金の貸し借りでは，一万円借りれば一万円
返す，百万円借りれば百万円返すのが正義です。「目には目を，歯には歯
を」と同じ原理です。正義はバランス，均衡が保たれることですので，
数であらわすことができ，赦しはそのバランスがくずれることです。
ところで，「仲間を赦さない家来のたとえ」と「金貸しのたとえ」の理
解のために，「不正な管理人のたとえ」を持ち出しました。借財をごまか
すのは不正です。それなのになぜここで不正がほめられているのでしょ
うか。
正義が実現されていない状態は不正で，正義が実現されている状態が
公正だということは当然です。問題は，正義は実現されていないがそれ
をよしとする場合です。これは正義ではありませんから不正です。ただ，
不正と言ってもこれは正義を越えての不正と考えられます。
見えないと言う場合，光がなく暗くて見えないというのは普通ですが，
明るすぎまぶしくて見えないということもあります。光の不足と過剰は
ものを見えなくさせます。それと同様に，正義に至らない場合は勿論不
正ですが，正義を超えていると考えられる場合も不正ということができ
るのではないでしょうか。「不正な管理人のたとえ」が言いたいことは，
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勿論，不正がいいと言っているのではなく，人間はお互いにどこかで人
を赦さないと生活してゆけないですよということではないかと思います。
赦しは不正ですが，正義以上の関係である愛を成り立たせていると考え
られます。愛は正義の完成だからです。
?i 正義が実現されていない状態＝不正
?ii 正義が実現されている状態 ＝公正
?iii 正義はないが是とされる状態＝不正（正義を越える愛)←赦し
聖書の中には神と人間のかけ引きの話があります。神はソドムの町が
悪いために滅ぼそうとするのですが，それに対しアブラハムは，この町
に50人の善人がいても滅ぼされるのですかと言います。神が50人の善
人がいたら赦そうと答えます。そうするとアブラハムはもし45人でした
らともちかけ，さらに40人でしたら，30人でしたら，20人でしたら，
10人でしたら，どうですかとかけ引きをしてゆきます。結局，神はこの
かけ引き，よく言えばアブラハムの執り成しに応じます（創世記18章16
節～）。
数字こそ使われませんが，モーセもやはり神とかけ引きをします。荒
野の道でイスラエルの民が不平不満を言うと，神は彼らを捨てようとさ
れますが，それに対してモーセは神におどしをかけるようなことを言い
ます。「もし，あなたがこの民を一挙に滅ぼされるならば，あなたの名声
を聞いた諸国民は言うことでしょう。主は，与えると誓われた土地にこ
の民を連れて行くことができないので，荒れ野で彼らを殺したのだ，と。
今，わが主の力を大いに現してください。あなたはこう約束されました。
『主は，忍耐強く，慈しみに満ち，罪と背きを赦す方。しかし，罰すべき
者を罰せずにはおかれず，父祖の罪を子孫に三代，四代までも問われる
方である』と。どうか，あなたの大きな慈しみのゆえに，また，エジプ
トからここに至るまで，この民を赦してこられたように，この民の罪を
赦してください。」主は言われた。「あなたの言葉のゆえに，わたしは赦
そう。」
モーセの執り成しといえば執り成しですが，これは一種の脅しのよう
ですね。
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おわりに
罪とは言ってみれば負債，借金です。ですから，聖書では赦しの話の
中でお金を使ったたとえが多く用いられてるのだと考えられます。悪い
ことをした負い目があるというのは，負の借りがあるということです。
人間にとってわかりやすいのは，「目には目を，歯には歯を」の正義で
す。これは頭で考えてわかります。目をやられて相手を赦すのは正義で
はなく不正義です。これは頭の問題ではなく心の問題です。なぜ赦すの
がむつかしいかというと，赦すのは頭で考えてわかることではないから
ではないでしょうか。聖書に赦すことのたとえ話があるのは，少しでも
頭でもわかってくださいよと言うためのように思われます。
赦すということが頭で割り切れないのは，日本語の「ゆるす」は，ゆ
るくする，ゆるめる，ゆるゆる，ゆらぐ，などの意味と関連し，おろそ
か＝いいかげんの意味合いがあるからではないでしょうか。しかし，人
間が生きてゆくためにはそうした幅の広さ，懐の深さが必要のように思
われます。
「赦しなさい。そうすれば，あなたがたも赦される。与えなさい。そう
すれば，あなたがたにも与えられる。押し入れ，揺すり入れ，あふれる
ほどに量りをよくして，ふところに入れてもらえる。あなたがたは自分
の量る秤で量り返されるからである。」（ルカ６章37-38節）
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